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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第３四半期
累計期間

第29期
第３四半期連結
累計期間

第28期
第３四半期
会計期間

第29期
第３四半期連結
会計期間

第28期

会計期間

自平成20年
12月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
12月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
６月１日
至平成22年
８月31日

自平成20年
12月１日
至平成21年
11月30日

売上高（百万円） 13,216 9,488 3,566 2,485 17,134

経常損失（△）（百万円） △160 △1,742 △288 △654 △541

四半期（当期）純損失（△）

（百万円）
△104 △3,028 △163 △723 △547

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
- - - - -

資本金（百万円） - - 5,213 5,213 5,213

発行済株式総数（千株） - - 28,952 28,952 28,952

純資産額（百万円） - - 10,119 6,647 9,675

総資産額（百万円） - - 13,732 10,251 13,577

１株当たり純資産額（円） - - 349.69 229.71 334.38

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△3.62 △104.66 △5.67 △25.00 △18.93

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
- - - - -

１株当たり配当額（円） - - - - -

自己資本比率（％） - - 73.7 64.8 71.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△313 △1,115 - - △50

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
890 1,343 - - 662

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△648 △64 - - △672

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
- - 153 328 164

従業員数（人） - - 204 159 164

　（注） １.　第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、第28期第３四半期連結累計期間及び

第28期第３四半期連結会計期間並びに第28期連結会計年度の連結経営指標等は記載せず、第28期第３四半期

累計期間及び第28期第３四半期会計期間並びに第28期事業年度に係る提出会社の経営指標等を記載してお

ります。

２.　売上高には消費税等は含まれておりません。　

　　　   ３.　第28期第３四半期累計期間並びに第28期第３四半期会計期間、第28期及び第29期第３四半期連結累計期間並び

に第29期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、1株当

たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

  当第３四半期連結会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、子会社にお

ける異動もありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

  当第３四半期連結会計期間において、重要な子会社の異動はありません。

　

 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 159(390)

（注）     従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載し

ております。

　

(2）提出会社の状況

 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 157(388)

　（注）     従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を品目別に数量によって示すと次の通りであります。

品　　目 単位
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

メンズボトムス 千本 491

レディースボトムス 千本 165

メンズトップス 千枚 184

レディーストップス 千枚 65

その他 千本 31

（注）第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較につきましては記

載しておりません。

　

(2）受注状況

　該当事項はありません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次の通りであります。

品　　目
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

メンズボトムス（百万円） 1,678

レディースボトムス（百万円） 429

メンズトップス（百万円） 286

レディーストップス（百万円） 87

その他（百万円） 3

合計（百万円） 2,485

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較につきまして

は記載しておりません。

　

３．当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の

通りであります。　

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

金額（百万円） 割合（％）

株式会社ライトオン 443 17.9

　（注）　本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

 

 

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間（平成22年６月１日～平成22年８月31日）における弊社の売上高は24億85百万円となり

ました。当第３四半期も引き続き弊社の主要顧客である大手小売店を中心とした卸売チャネルの売上が著しく減少し

ました。販売価格帯も、高価格帯からより手頃な価格帯へシフトする傾向が継続しました。

　一方、リーバイスストア、ファクトリーアウトレットは、昨年来の新規出店により売上が増大しましたが、既存店は伸

び悩み全体として大きな売上貢献には至りませんでした。

　売上総利益については特にボトムスの高価格帯商品の販売が伸び悩んだため売上総利益率、売上総利益金額ともに

厳しい結果となりました。

　また、販売費及び一般管理費につきましては、直営店の増加による店舗経費が増加するなかで当第３四半期に秋冬の

レディ－スボトムスの新商品ＣＵＲＶＥ　ＩＤの販売開始のために広告宣伝費が発生しましたが、全般的に経費削減

を徹底しました。

　また、本年１月に設立したＬＶＣ　ＪＰ株式会社のグロ－バルのプレミアム商品も予定通りに事業が展開しておりま

すが、事業の立ち上がりであり事業規模が小規模であることから当会計期間に与える影響は小規模なものとなりまし

た。

　上記の結果より、売上高は24億85百万円、営業損失６億88百万円、経常損失６億54百万円、四半期純損失は、７億23百

万円となりました。

　また、当第３四半期連結累計期間では、売上高は94億88百万円、営業損失18億８百万円、経常損失17億42百万円、四半

期純損失は、30億28百万円となりました。

　なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同四半期との比較については

記載しておりません。

　 　

（２）財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は102億51百万円となりました。その主な内訳は、売掛金11億４

百万円、商品及び製品21億81百万円、短期貸付金36億69百万円、有形固定資産21億83百万円であります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は36億３百万円となりました。その主な内訳は、買掛金17億89百万

円、未払金５億81百万円、退職給付引当金２億14百万円であります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は66億47百万円となりました。その主な内訳は、資本金52億13百

万円、資本剰余金15億41百万円であります。

　なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前会計年度末との比較については

記載しておりません。
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（３）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末の「現金及び現金同等物」（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間末

に比べて３億78百万円減少し、３億28百万円となりました。 

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりです。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果支出した資金は７億85百万円となりました。これは主として、税金等調整前四半期純損失６億93百万

円に対して、売上債権10億69百万円の減少があったものの、未払金３億97百万円及び仕入債務２億98百万円が減少し

たことにより資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得られた資金は４億28百万円となりました。これは主として、短期貸付金４億89百万円の回収により

資金の増加があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は21百万円となりました。これは主として、ファイナンス・リース債務21百万円の支払

いによるものであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同四半期との比較については

記載しておりません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。　

 

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画

  当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 　　　　　発行可能株式総数（株）

普通株式 100,800,000

計 100,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成22年８月31日)

提出日現在発行数
（株）

(平成22年10月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式     28,952,000    28,952,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計     28,952,000    28,952,000 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年６月１日～ 

平成22年８月31日
    - 28,952,000    -     5,213     -     1,541

 

　

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。  
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（７）【議決権の状況】

　　　　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」について、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、臨時株主総会召集の基準日（平成22年８月13日）に基づく株主名簿による記載

をしております。　

 

①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成22年８月13日現在 

区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式      -      -      -

 議決権制限株式（自己株式等）      -      -      -

 議決権制限株式（その他）      -      -      -

 完全議決権株式（自己株式等）
   （自己保有株式）

　普通株式     15,000
     -      -

 完全議決権株式（その他）   普通株式 28,881,000      28,881      -

 単元未満株式   普通株式 　  56,000      -      -

 発行済株式総数
   　　　    　　　 　　　  　　　　

 28,952,000
     -      -

 総株主の議決権      - 　             28,881      -

   

②【自己株式等】   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年８月13日現在

所有者の氏名又は名称

 
所有者の住所 

自己名義所有

株式数（株） 

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株） 

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）　

リーバイ・ストラウス

　ジャパン株式会社

東京都渋谷区恵比寿

四丁目20番３号 
   15,000       - 15,000     0.05      

 計 - 15,000   　　 - 15,000 0.05　　　　　
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
12月

平成22年
１月

平成22年
２月

平成22年
３月

平成22年
４月

平成22年
５月

平成22年
６月

平成22年
７月

平成22年
８月

最高（円） 320 315 324 300 347 350 301 284 259

最低（円） 290 287 286 292 300 283 272 239 240

　（注）最高・最低株価は、平成22年４月１日より大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、それ以前は

ジャスダック証券取引所におけるものであります。　

 

３【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（１）新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(千株)

就任年月日

代表取締役社長  齋藤　貴 昭和27年３月31日生
平成22年８月　当社ジェネラルマネージャー

平成22年10月　当社代表取締役社長就任(現在)　
（注） －

平成22年

10月５日

　 （注）　平成22年10月５日開催の臨時株主総会の終結の時から平成22年11月期に係る定時株主総会の終結の時まであ

ります。

　

（２）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

代表取締役社長 ― 土　居　健　人 平成22年７月31日

　

（３）役職の異動

新役名 旧役名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 取締役 アーロン・ボエイ 平成22年７月29日

取締役 代表取締役社長 アーロン・ボエイ 平成22年10月５日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

(2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　

(3）当社は、第１四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間

（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）から四半期連結財務諸表を作成しているため、前第３四半期連結

会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年12月１日か

ら平成21年８月31日まで）の四半期連結損益計算書並びに前第３四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平

成21年８月31日まで）の四半期連結キャッシュ・フロー計算書は記載しておりません。そのため、前第３四半期会

計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年12月１日から平成

21年８月31日まで）の四半期損益計算書並びに前第３四半期累計期間（平成20年12月１日から平成21年８月31日

まで）の四半期キャッシュ・フロー計算書を併記しております。また、前連結会計年度末（平成21年11月30日）の

要約連結貸借対照表に代えて、前事業年度末（平成21年11月30日）の貸借対照表を記載しております。

　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年６月１日から平成21

年８月31日まで）並びに前第３四半期累計期間（平成20年12月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期財務

諸表及び当第３四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）並びに当第３四半期連結累計

期間（平成21年12月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四

半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】
【当第３四半期連結会計期間末】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 328

売掛金 1,104

商品及び製品 2,181

原材料及び貯蔵品 15

短期貸付金 3,669

その他 232

貸倒引当金 △11

流動資産合計 7,520

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,179

その他（純額） 1,003

有形固定資産合計 ※1
 2,183

無形固定資産 139

投資その他の資産

敷金及び保証金 408

投資その他の資産合計 408

固定資産合計 2,730

資産合計 10,251

負債の部

流動負債

買掛金 1,789

未払金 581

リース債務 80

未払法人税等 63

返品調整引当金 194

その他 519

流動負債合計 3,227

固定負債

リース債務 138

退職給付引当金 214

役員退職慰労引当金 23

固定負債合計 376

負債合計 3,603
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,213

資本剰余金 1,541

利益剰余金 △87

自己株式 △20

株主資本合計 6,647

純資産合計 6,647

負債純資産合計 10,251
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【前事業年度末】
（単位：百万円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 164

売掛金 1,948

商品及び製品 1,827

原材料及び貯蔵品 253

前渡金 4

前払費用 67

繰延税金資産 502

未収還付法人税等 123

未収消費税等 12

未収入金 26

短期貸付金 5,176

貸倒引当金 △29

流動資産合計 10,078

固定資産

有形固定資産

建物 2,939

減価償却累計額 △1,752

建物（純額） 1,187

機械及び装置 1,185

減価償却累計額 △1,124

機械及び装置（純額） 60

車両運搬具 16

減価償却累計額 △16

車両運搬具（純額） 0

工具、器具及び備品 627

減価償却累計額 △528

工具、器具及び備品（純額） 99

土地 809

建設仮勘定 34

有形固定資産合計 2,191

無形固定資産

電話加入権 12

ソフトウエア 238

無形固定資産合計 251

投資その他の資産

敷金及び保証金 388

繰延税金資産 667

投資その他の資産合計 1,056
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（単位：百万円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年11月30日)

固定資産合計 3,498

資産合計 13,577

負債の部

流動負債

買掛金 1,455

未払金 1,215

未払費用 289

リース債務 85

預り金 154

返品調整引当金 219

流動負債合計 3,419

固定負債

リース債務 202

退職給付引当金 261

役員退職慰労引当金 17

固定負債合計 481

負債合計 3,901

純資産の部

株主資本

資本金 5,213

資本剰余金

資本準備金 1,541

資本剰余金合計 1,541

利益剰余金

利益準備金 1,303

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,637

利益剰余金合計 2,940

自己株式 △20

株主資本合計 9,675

純資産合計 9,675

負債純資産合計 13,577
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 13,216

売上原価 ※1
 7,038

その他 1,054

売上総利益 5,123

返品調整引当金繰入額 △94

差引売上総利益 5,217

販売費及び一般管理費 ※2
 5,478

営業損失（△） △260

営業外収益

受取利息 16

雑収入 78

その他 5

営業外収益合計 100

営業外費用

支払利息 0

営業外費用合計 0

経常損失（△） △160

特別利益 －

特別損失

固定資産除売却損 1

特別退職金 7

特別損失合計 8

税引前四半期純損失（△） △168

法人税等 ※3
 △76

過年度法人税等 13

四半期純損失（△） △104
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【当第３四半期連結累計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 9,488

売上原価 ※1
 5,465

その他 764

売上総利益 3,258

返品調整引当金繰入額 △25

差引売上総利益 3,283

販売費及び一般管理費 ※2
 5,092

営業損失（△） △1,808

営業外収益

受取利息 3

為替差益 5

雑収入 56

営業外収益合計 65

営業外費用

支払利息 0

営業外費用合計 0

経常損失（△） △1,742

特別損失

固定資産除売却損 22

特別退職金 45

特別損失合計 67

税金等調整前四半期純損失（△） △1,810

法人税等 ※3
 1,218

四半期純損失（△） △3,028

EDINET提出書類

リーバイ・ストラウス　ジャパン株式会社(E02702)

四半期報告書

17/37



【前第３四半期会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 3,566

売上原価 ※1
 1,916

その他 269

売上総利益 1,380

返品調整引当金繰入額 38

差引売上総利益 1,342

販売費及び一般管理費 ※2
 1,662

営業損失（△） △320

営業外収益

受取利息 2

雑収入 20

その他 8

営業外収益合計 32

営業外費用

支払利息 0

営業外費用合計 0

経常損失（△） △288

特別利益 －

特別損失

固定資産除売却損 1

特別損失合計 1

税引前四半期純損失（△） △289

法人税等 ※3
 △138

過年度法人税等 13

四半期純損失（△） △163
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【当第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 2,485

売上原価 ※1
 1,547

その他 185

売上総利益 752

返品調整引当金繰入額 △162

差引売上総利益 915

販売費及び一般管理費 ※2
 1,603

営業損失（△） △688

営業外収益

受取利息 1

為替差益 15

雑収入 16

営業外収益合計 33

営業外費用

支払利息 0

営業外費用合計 0

経常損失（△） △654

特別損失

固定資産除売却損 19

特別退職金 19

特別損失合計 39

税金等調整前四半期純損失（△） △693

法人税等 ※3
 29

四半期純損失（△） △723
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △168

減価償却費 225

退職給付引当金の増減額（△は減少） △44

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3

返品調整引当金の増減額（△は減少） △94

受取利息及び受取配当金 △16

支払利息 0

為替差損益（△は益） △5

有形固定資産売却損益（△は益） 1

特別退職金 7

売上債権の増減額（△は増加） 2,309

たな卸資産の増減額（△は増加） △192

仕入債務の増減額（△は減少） △1,053

未払金の増減額（△は減少） △724

未払消費税等の増減額（△は減少） △0

その他 △166

小計 85

利息及び配当金の受取額 16

利息の支払額 △0

特別退職金の支払額 △6

法人税等の支払額 △408

営業活動によるキャッシュ・フロー △313

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △37

短期貸付金の増減額（△は増加） 960

その他 △32

投資活動によるキャッシュ・フロー 890

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0

リース債務の返済による支出 △69

配当金の支払額 △577

財務活動によるキャッシュ・フロー △648

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △71

現金及び現金同等物の期首残高 224

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 153
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【当第３四半期連結累計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,810

減価償却費 227

退職給付引当金の増減額（△は減少） △46

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17

返品調整引当金の増減額（△は減少） △25

受取利息及び受取配当金 △3

支払利息 0

為替差損益（△は益） △5

雑収入 △56

有形固定資産除売却損益（△は益） 22

特別退職金 45

売上債権の増減額（△は増加） 844

たな卸資産の増減額（△は増加） △116

未収消費税等の増減額（△は増加） △105

仕入債務の増減額（△は減少） 333

未払金の増減額（△は減少） △369

未払費用の増減額（△は減少） 96

その他 △74

小計 △1,056

利息及び配当金の受取額 3

利息の支払額 △0

特別退職金の支払額 △207

法人税等の支払額 △16

法人税等の還付額 162

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,115

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △139

無形固定資産の取得による支出 △5

貸付金の回収による収入 1,507

敷金の差入による支出 △30

敷金の回収による収入 11

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,343

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △63

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △64

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 163

現金及び現金同等物の期首残高 164

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 328
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　当社は第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。四半期連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項は以下のとおりです。

　

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

１．連結の範囲に関する事項   第１四半期連結会計期間より、LVC JP株式会社を新たに設立したため、連結

の範囲に含めております。

　また、第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表における子会社及び関

連会社の範囲の決定に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第22号　平

成20年５月13日）を適用し、新たにLVC JP株式会社を連結の範囲に含めてお

ります。

　 （会計方針の変更）

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表における子会社及び関連会社

の範囲の決定に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第22号　平成20年

５月13日）を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結会計期間は、営業損失、経常損失及び税金等調

整前四半期純損失が29百万円減少し、当第３四半期連結累計期間は、営業損

失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が15百万円増加しております。　

２．連結子会社の四半期決算日等に関す

る事項 　

　連結子会社の四半期決算日は、四半期連結決算日と一致しております。

３. 会計処理基準に関する事項

　（１）たな卸資産の評価基準及び評価

方法

　

　

先入先出法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)

　

　（２）固定資産の減価償却の方法　

　

①有形固定資産

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

    建物　　　３年～38年

　　器具備品　２年～20年

　 ②無形固定資産　

自社利用のソフトウェア

社内における見込利用可能期間（５年）に基づく定額法　
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

３. 会計処理基準に関する事項

　（３）引当金の計上基準

　

①貸倒引当金

ａ　一般債権

　貸倒実績率法によっております。

ｂ　貸倒懸念債権及び破産更生債権

　財務内容評価法によっております。　

　 ②返品調整引当金

　返品による損失に備えるため、従来の返品発生比率ならびに季節商品販

売の特性等を勘案し、当四半期の売上高に見込まれる返品額に対する販

売利益の見積額を計上しております。

　 ③退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額に基づき、当四半期連結会計期間末において発

生していると認められる額を計上しております。なお、数理計算上の差異

は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数（５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌

連結会計年度から費用処理することとしております。

　 ④役員退職慰労引当金

　役員退職慰労金の支給に充てるため、当社内規に基づく期末要支給額を

計上しております。

　 ⑤役員賞与引当金

　当社の役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当

四半期連結会計期間負担額を計上しております。

　なお、金額の重要性を考慮し未払費用に含めて計上しております。

　

　（４）外貨建の資産及び負債の本邦通

貨への換算基準

　　

　外貨建債権・債務については関連会社との間で締結している「固定外国為

替レート契約」に基づき本年度の決済レートにより換算しております。

　　　

　（５）その他四半期連結財務諸表作成

のための重要な事項

　

消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。　

５. 四半期連結キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の

変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資からなっております。
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【表示方法の変更】

　　（四半期貸借対照表）

　　　前第３四半期会計期間において、有形固定資産に含めて表示しておりました「建物（純額）」は、資産総額の　100分の

10を超えたため、当第２四半期連結会計期間より区分記載することとしました。なお、前第３四半期会計期間の有形固

定資産に含まれる「建物（純額）」は1,201百万円であります。

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法   当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したも

のと著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使

用して貸倒見積高を算定しております。 

２. たな卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末のたな卸資産の算出に関しては、実地たな卸を

省略し、前事業年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定

した方法によっております。  

３. 繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、

前事業年度において使用した将来の業績予測やタックスプランニングを利用

する方法によっております。

　但し、前事業年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じ、又は、一時差異等

の発生状況に著しい変化が認められた場合は、前事業年度において使用した

将来の業績予想やタックスプランニングに当該著しい変化の影響を加味した

ものを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

１. 税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む事業年度の税引前当

期純損益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

　

※１　有形固定資産に対する減価償却累計額は、2,682百万

円であります。

　

　

　２　偶発債務　

　　（1）債務保証

　　　子会社の不動産賃貸借契約に対して債務保証を行って

おります。

　

ＬＶＣ　ＪＰ㈱ 18百万円

計 18百万円

　

　

  

前事業年度末
（平成21年11月30日）

　

　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 　
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

　

※１　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低

　　下による簿価切下げ額　

　

売上原価 18百万円

　

　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は　

　　次のとおりであります。

　

給与及び手当 1,300百万円

退職給付費用 56百万円

役員退職慰労引当金繰入額 6百万円

広告宣伝費 955百万円

貸倒引当金繰入額 3百万円

　

　

※３　法人税等の表示

 　 　法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示して　　

　　おります。 

　

 

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

　

※１　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低

　　下による簿価切下げ額　

　

売上原価 197百万円

　

　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は　

　　次のとおりであります。

　

給与及び手当 1,603百万円

退職給付費用 39百万円

役員退職慰労引当金繰入額 5百万円

広告宣伝費 757百万円

貸倒引当金繰入額 △17百万円

　

　

※３　法人税等の表示

 　 　法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示して　　

　　おります。 
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前第３四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

　

※１　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低

　　下による簿価切下げ額　

　

売上原価 7百万円

　

　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は　

　　次のとおりであります。

　

給与及び手当 443百万円

退職給付費用 19百万円

役員退職慰労引当金繰入額 2百万円

広告宣伝費 183百万円

貸倒引当金繰入額 3百万円

　

　

※３　法人税等の表示

 　 　法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示して　　

　　おります。 

　

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

　

※１　通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低

　　下による簿価切下げ額　

　

売上原価 101百万円

　

　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は　

　　次のとおりであります。

　

給与及び手当 481百万円

退職給付費用 13百万円

役員退職慰労引当金繰入額 1百万円

広告宣伝費 227百万円

貸倒引当金繰入額 △19百万円

　

　

※３　法人税等の表示

 　 　法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示して　　

　　おります。 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対　

　　照表に記載されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　 （平成21年８月31日現在） 

 　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　（百万円）

　

現金及び預金勘定 153

現金及び現金同等物 153

　

　

  

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　 （平成22年８月31日現在） 

 　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　（百万円）

　

現金及び預金勘定 328

現金及び現金同等物 328
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　

平成22年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式（株） 28,952,000 　

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式（株） 15,240 　

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額等

　　該当事項はありません。

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生が当第３四半期連結会計期間末

後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

　当社及び連結子会社の事業は、ジーンズ製造販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事

項はありません。

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。　

　

　

　第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間から初めて四半期連結財務諸表を作成しているため、前

第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結累計期間の（セグメント情報）注記は記載しておりません。

　

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）　

該当事項はありません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）

該当事項はありません。

 

 

（持分法損益等）

前第３四半期累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日）　

当社には関連会社はありませんので、該当事項はありません。

なお、当第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表を作成しているため記載しておりません。

  

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

該当事項はありません。

 

  

 

（企業結合等関係）

　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

１株当たり純資産額 229.71円

　

前事業年度末
（平成21年11月30日）

１株当たり純資産額 334.38円

 　

２．１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

　

１株当たり四半期純損失金額（△） △3.62円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がな

いため記載しておりません。

　

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

　

四半期純損失（△）（百万円） △104 　

普通株主に帰属しない金額（百万円） - 　

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △104 　

期中平均株式数（千株） 28,938 　

　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

　

１株当たり四半期純損失金額（△） △104.66円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がな

いため記載しておりません。

　

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

　

四半期純損失（△）（百万円） △3,028 　

普通株主に帰属しない金額（百万円） - 　

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △3,028 　

期中平均株式数（千株） 28,936 　
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前第３四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

　

１株当たり四半期純損失金額（△） △5.67円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がな

いため記載しておりません。

　

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

　

四半期純損失（△）（百万円） △163 　

普通株主に帰属しない金額（百万円）     - 　

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △163 　

期中平均株式数（千株）     28,937 　

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

　

１株当たり四半期純損失金額（△） △25.00円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がな

いため記載しておりません。

　

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

　

四半期純損失（△）（百万円） △723 　

普通株主に帰属しない金額（百万円） - 　

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △723 　

期中平均株式数（千株） 28,936 　

 　　

（重要な後発事象）

　平成22年９月３日、短期貸付金につき貸付先リーバイ・ストラウス　インターナショナル　グループ　ファイナン

ス　コーディネーション　サービシーズの申し入れにより36億69百万円が返済されました。

 

 

（リース取引関係）

 該当事項はありません。
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２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年10月８日 

 

リーバイ・ストラウス ジャパン株式会社

取締役会　御中
 

あらた監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小澤　元秀　　

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリーバイ・ストラウ

ス ジャパン株式会社の平成20年12月１日から平成21年11月30日までの第28期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年

６月１日から平成21年８月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年12月１日から平成21年８月31日まで）に係る四

半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、リーバイ・ストラウス ジャパン株式会社の平成21年８月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は早期退職プログラムを実施した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

 

 

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

      ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年10月８日 

 

リーバイ・ストラウス ジャパン株式会社

取締役会　御中
 

あらた監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小澤　元秀　　

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリーバイ・ストラウ

ス ジャパン株式会社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22

年６月１日から平成22年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年８月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リーバイ・ストラウス ジャパン株式会社及び連結子会社の平成22年８月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３

四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

 

 

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

          ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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